
　
横
浜
市
に
入
庁
す
る
前
、
造
園
の

計
画
及
び
設
計
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に

五
年
間
勤
め
、
主
に
「
緑
の
基
本
計

画
」
を
担
当
し
て
い
た
。
お
も
し
ろ

い
仕
事
だ
っ
た
が
、
物
足
り
な
さ
が

あ
っ
た
。
受
託
都
市
の
自
然
条
件
や

歴
史
等
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
そ
の

土
地
の
独
自
性
や
風
土
に
あ
っ
た
プ

ラ
ン
を
た
て
て
、
施
策
の
実
現
性
を

高
め
よ
う
と
は
す
る
の
だ
が
、
そ
の

プ
ラ
ン
に
対
す
る
地
域
の
リ
ア
ク
シ

ョ
ン
や
達
成
し
得
た
か
ど
う
か
を
知

る
ま
で
、
地
域
と
係
わ
り
続
け
る
こ

と
が
で
き
な
い
。
検
証
を
欠
い
て
し

ま
っ
て
は
、
計
画
に
現
実
味
が
無
い

よ
う
に
感
じ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
あ
る
地
域
の
緑
に
一
生

つ
き
あ
っ
て
み
た
い
と
考
え
、
横
浜

市
に
転
職
し
た
。

　
横
浜
市
を
選
ん
だ
理
由
は
、
緑
に

係
わ
る
施
策
を
他
に
先
駆
け
て
展
開

し
て
き
た
都
市
と
聞
い
た
か
ら
で
あ

る
。
大
正
十
二
（
一
九
二
三
）
年
の

関
東
大
震
災
で
市
域
の
宅
地
総
面
積

の
八
割
を
喪
失
し
た
が
、
そ
の
瓦
礫

の
埋
め
立
て
地
が
、
山
下
公
園
に
な

っ
た
。
ま
た
、
高
度
成
長
期
の
人
口

急
増
と
急
激
な
都
市
化
に
よ
り
樹
林

地
や
農
地
が
半
減
す
る
中
、
昭
和
四

十
三
二
九
六
八
）
年
に
全
国
に
先

駆
け
て
「
横
浜
市
宅
地
開
発
要
綱
」

を
制
定
し
、
不
可
欠
な
学
校
、
公
園

な
ど
の
公
共
公
益
施
設
の
整
備
を
促

進
し
た
。
さ
ら
に
、
昭
和
四
十
四

二
九
六
九
）
年
に
「
農
業
専
用
地

区
制
度
」
を
、
昭
和
四
十
六
（
一
九

七
こ
年
に
は
「
緑
地
保
存
特
別
対

策
事
業
実
施
要
綱
」
を
定
め
て
市
民

の
森
な
ど
を
、
い
ず
れ
も
他
都
市
に

先
駆
け
て
設
け
て
い
る
。
港
北
ニ
ュ

ー
タ
ウ
ン
の
グ
リ
ー
ン
マ
ト
リ
ッ
ク

ス
シ
ス
テ
ム
な
ど
も
、
造
園
業
界
で

は
知
ら
れ
た
事
例
で
あ
る
。
こ
う
し

た
、
時
勢
の
流
れ
を
真
正
面
か
ら
受

廿
止
め
「
攻
め
」
の
緑
政
を
展
開
し

て
い
る
横
浜
市
で
、
仕
事
が
し
た
か

っ
た
の
で
あ
る
。

　
今
、
私
が
い
る
計
画
課
事
業
推
進

担
当
は
、
念
願
の
「
緑
の
基
本
計
画
」

の
実
現
を
進
め
る
部
署
で
あ
る
。
同

計
画
に
お
け
る
都
市
公
園
の
確
保
目

標
量
は
二
，
五
五
〇
h
a
で
、
二
〇
一

〇
年
度
末
ま
で
に
あ
と
一
，
〇
六
七

h
a
の
確
保
が
必
要
と
な
る
。
ま
た
、

計
画
的
に
配
置
さ
れ
た
地
域
と
そ
れ

以
外
の
地
域
と
の
整
備
量
の
格
差
是

正
や
、
適
正
な
面
積
規
模
を
持
つ
公

園
の
配
置
も
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
昨
今
の
財
政
状
況
か
ら
新

規
の
用
地
取
得
は
困
難
に
な
っ
て
き

て
い
る
。

　
そ
れ
で
も
、
私
の
職
場
は
元
気
で

あ
る
。
あ
き
ら
め
ず
に
知
恵
を
出
せ
、

と
い
う
横
浜
ら
し
い
気
概
に
満
ち
て

お
り
、
圧
倒
さ
れ
る
ば
か
り
で
あ
る
。

　
公
園
の
建
設
に
は
時
間
が
か
か

り
、
そ
の
間
に
担
当
者
が
変
わ
る
た

め
、
行
き
違
い
や
過
去
の
約
束
な
ど

に
よ
っ
て
地
権
者
等
と
問
題
が
お
き

る
こ
と
も
あ
る
。
長
期
に
渡
る
事
業

を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
何
よ
り
行

政
担
当
者
（
プ
ラ
ン
ナ
ー
）
一
人
ひ

と
り
が
横
浜
の
特
性
を
理
解
し
て
、

過
去
の
経
緯
等
の
知
識
を
確
実
に
受

け
継
ぎ
つ
つ
も
、
そ
の
時
々
に
ふ
さ

わ
し
い
施
策
判
断
を
下
せ
る
よ
う

に
、
政
策
マ
イ
ン
ド
を
も
っ
て
実
行

と
努
力
を
継
続
す
る
こ
と
が
大
切
だ

と
思
う
。
今
私
は
横
浜
市
職
員
、
そ

し
て
造
園
職
で
あ
る
。
は
や
く
横
浜

ら
し
さ
を
実
感
と
し
て
理
解
し
、
元

気
を
受
け
継
い
で
、
よ
り
横
浜
が
元

気
に
な
る
政
策
を
打
ち
出
せ
る
よ
う

な
プ
ラ
ン
ナ
ー
へ
と
、
成
長
し
て
い

き
た
い
。

あ
と
が
き

　
平
成
十
一
年
度
横
浜
市
民
意
識

調
査
に
よ
れ
ば
、
横
浜
市
民
の
う

ち
今
の
生
活
に
「
満
足
」
「
ま
あ
満

足
」
し
て
い
る
人
は
約
七
四
％
、

「
や
や
不
満
」
「
不
満
」
は
一
二
％

で
あ
る
。
昭
和
四
十
八
年
の
調
査

で
は
、
満
足
派
は
五
五
％
、
不
満

派
は
三
一
％
で
あ
る
か
ら
、
こ
の

二
十
数
年
で
満
足
派
は
二
〇
％
近

く
増
加
し
、
不
満
派
は
二
〇
％
近

く
減
少
し
た
こ
と
に
な
る
。

　
同
じ
く
十
一
年
度
調
査
か
ら
、

「
生
活
の
満
足
感
」
へ
の
要
因
分
析

を
数
量
化
２
類
で
試
み
た
。
生
活

の
満
足
感
に
寄
与
し
て
い
る
主
な

要
因
と
し
て
は
「
家
族
（
夫
婦
、

親
子
関
係
）
の
円
満
さ
」
「
さ
ま
ざ

ま
な
人
と
付
き
合
う
機
会
」
「
住
居

の
快
適
さ
」
な
ど
で
あ
り
、
「
住
み

や
す
さ
」
に
寄
与
し
て
い
る
要
因

は
「
交
通
の
便
」
「
周
囲
の
静
か
さ
、

落
ち
着
き
」
「
自
然
環
境
」
等
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
市
政
へ
の
満
足
度

の
高
い
も
の
は
「
下
水
道
の
整
備
」

の
七
〇
・
七
％
、
「
道
路
・
歩
道
の

整
備
」
六
一
・
八
％
、
「
バ
ス
・
地

下
鉄
の
便
」
五
九
・
六
％
、
「
美
術

館
な
ど
の
整
備
」
五
八
・
九
％
等

で
あ
る
。

　
大
多
数
の
市
民
に
と
っ
て
不
便

な
く
生
活
を
送
る
環
境
が
ほ
ぼ
整

い
、
生
活
を
楽
し
む
基
盤
も
整
備

さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
家
族
や
友

人
と
の
円
滑
な
交
流
が
あ
れ
ば
、

際
だ
っ
て
「
不
満
」
を
訴
え
る
環

境
要
因
は
な
く
な
っ
た
、
と
い
う

こ
と
な
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
調

査
の
中
で
は
、
「
ひ
と
り
暮
ら
し
」

「
持
家
以
外
」
な
ど
の
集
合
が
、
生

活
に
満
足
で
き
な
い
要
因
を
か
か

え
て
い
る
、
と
い
う
結
果
も
み
ら

れ
た
。

　
三
百
四
十
万
人
の
大
都
市
横
浜

の
市
民
の
合
意
形
成
を
考
え
る
と

き
、
昭
和
四
十
八
当
時
よ
り
見
え

づ
ら
く
な
っ
て
は
い
る
か
、
マ
イ

ナ
ー
で
緊
迫
し
た
ニ
ー
ズ
に
対
し

て
の
視
野
を
ど
う
も
て
る
の
か
、

ど
う
表
現
で
き
る
の
か
、
大
き
く

問
わ
れ
る
気
が
す
る
。
（
中
川
）

　
「
調
査
季
報
」
は
職
員
が
自

由
に
意
見
を
発
表
し
討
論
す
る

行
政
研
究
誌
で
す
。
「
自
主
研
究

レ
ポ
ー
ト
」
へ
の
投
稿
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

　
応
募
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に

研
究
の
概
要
を
Ａ
４
紙
三
枚
以

内
に
ま
と
め
て
企
画
局
政
策
部

調
査
課
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
六
六
三
―
四
六
一
三

お
問
い
合
わ
せ
は
、

電
　
話
　
六
七
一
―
二
〇
二
九
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●
第
1
3
8
号
〈
一
九
九
九
年
六
月
〉

特
集
・
自
治
体
に
お
け
る
Ｐ
Ｒ

●
第
1
3
9
号
〈
一
九
九
九
年
九
月
〉

特
集
・
「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
」
考

●
第
1
4
0
号
〈
一
九
九
九
年
十
二
月
〉

特
集
・
多
様
化
す
る
教
育
環
境
と
社
会

１
　
子
育
て
・
学
校
教
育
を
取
り
巻
く
現
状
と
今
後
の
方
向
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
汐
見
稔
幸

２
　
教
育
改
革
～
そ
の
変
革
の
視
点
―
寺
脇
研

３
　
子
ど
も
の
教
育
環
境
と
そ
の
変
化
へ
の
対
応

①
子
ど
も
た
ち
の
今
～
青
少
年
基
本
調
査
よ
り
～
―
渋
谷
和
生

②
デ
ー
タ
で
見
る
学
校
教
育

　
　
　
　
　
　
　
　
―
教
育
委
員
会
事
務
局
総
務
部
企
画
課

③
変
わ
る
教
育
観
と
「
ゆ
め
は
ま
教
育
プ
ラ
ン
～
「
ま
ち
」
と
と

も
に
歩
む
学
校
づ
く
り
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
両
角
英
之

４
　
家
庭
・
学
校
・
地
域
の
連
携
へ
の
取
組
み

①
『
ひ
ら
か
れ
た
学
校
・
大
岡
』
の
取
組
み
～
子
ど
も
、
家
庭
・

地
域
、
教
職
員
で
創
る
新
し
い
学
校
の
姿
～
　
　
　
　
斉
藤
一
弥

②
ま
ち
と
共
に
歩
み
自
分
が
輝
く
ク
ラ
ブ
活
動
～
子
ど
も
の
存
在

を
最
優
先
す
る
学
校
づ
く
り
～
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
孝

③
緑
園
都
市
ス
ク
ー
ル
ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト
～
地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ

ト
の
活
用
～
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
浦
淳

５
　
多
様
化
す
る
教
育
環
境

①
多
様
化
す
る
教
育
対
応
シ
ス
テ
ム
～
横
浜
の
先
駆
性
と
そ
の
後

を
踏
ま
え
て
～
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
永
田
實

②
私
立
中
高
一
貫
校
の
表
現
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
間
勇
人

６
　
座
談
会
・
教
育
が
変
わ
り
、
社
会
が
変
わ
る

　
　
　
　
丹
羽
健
夫
・
浅
井
経
子
・
浜
野
克
彦
・
岡
本
勝
利
・
南
学

自
主
研
究
レ
ポ
ー
ト
／
市
民
の
目
か
ら
見
た
区
役
所
窓
口
サ
ー
ビ

ス
の
あ
り
方
と
そ
の
改
善
～
都
筑
区
窓
口
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
～
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
村
聰
ほ
か

新
鮮
力
／
2
1
世
紀
・
横
浜
開
化
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
多
麻
子

１
　
コ
ン
パ
ク
ト
・
シ
テ
ィ
原
論
　
　
　
　
　
　
　
　
倉
田
直
道

２
　
座
談
会
・
横
浜
市
と
「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
」

　
　
―
内
海
宏
・
加
川
浩
・
小
玉
亮
子
・
浜
野
四
郎
・
南
学

３
　
成
熟
都
市
の
ま
ち
づ
く
り
戦
略

①
分
権
時
代
の
都
市
経
営
～
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
背
景

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
土
井
一
成

②
新
た
な
国
土
計
画
と
横
浜
の
戦
略
的
都
市
づ
く
り
―
八
幡
準

４
　
コ
ン
パ
ク
ト
化
へ
向
け
た
ま
ち
づ
く
り

①
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
と
交
通
機
関
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
正
治

②
中
心
市
街
地
の
活
性
化
～
商
店
街
か
ら
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
秋
元
康
幸
・
小
沢
朗
・
長
谷
川
創

③
生
活
福
祉
と
住
ま
い
ま
ち
づ
く
り
～
コ
ン
パ
ク
ト
タ
ウ
ン
か
ら

考
え
る
　
　
　
　
岡
田
朋
子
・
続
橋
宏
昭
・
宮
里
辰
男
・
宮
津
好

④
都
市
自
然
と
の
共
生
と
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

　
　
ー
桐
原
隆
・
倉
知
秀
朗
・
綱
河
功
・
田
並
静
・
藤
井
毅

⑤
地
域
特
性
に
対
応
し
た
事
業
の
あ
り
方
～
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
総
合

補
助
金
と
個
性
あ
る
区
づ
く
り
推
進
費
か
ら
考
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
大
木
節
裕
・
竹
前
大

⑥
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
と
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
け
る
共
通
要
素

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
口
健
太
郎

自
主
研
究
レ
ポ
ー
ト
／
横
浜
市
の
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
～

都
市
づ
く
り
の
「
視
点
」
の
重
層
化
に
関
し
て

　
　
　
　
―
小
西
真
樹
・
武
井
伊
織
・
鴇
田
傑
・
斉
藤
直
子

自
主
研
究
レ
ポ
ー
ト
／
Ｈ
Ｃ
ス
ケ
ッ
チ
～
地
域
に
お
け
る
健
康
づ

く
り
の
拠
点
の
姿
を
考
え
る

　
　
　
―
飛
鳥
田
充
・
松
本
ま
り
・
齊
藤
春
恵
・
今
市
尚
子

調
査
＆
政
策
研
究
／
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
推
進
～
施
策
研

究
会
リ
ポ
ー
ト

　
　
　
　
―
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

新
戦
力
／
生
ま
れ
る
選
択
肢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
水
誉

１
　
座
談
会
・
自
治
体
に
お
け
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ

　
　
―
稲
垣
吉
彦
・
山
田
雅
通
・
宮
永
邦
人
・
杉
山
正
美
・

　
　
　
　
　
　
岡
田
優
子
・
齋
藤
紀
子
・
南
学

２
　
市
民
と
の
対
話
の
現
場
か
ら

①
福
祉
調
整
委
員
会
に
お
け
る
苦
情
調
整
活
動
の
現
場
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
大
滓
隆

②
対
話
と
信
頼
の
あ
る
関
係
を
め
ざ
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
森
香
里
・
黒
田
美
夕
起

③
顔
が
見
え
る
関
係
～
区
と
区
民
と
の
共
通
理
解
の
方
法
と
課
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
藤
田
譲
治

④
税
務
窓
口
に
お
け
る
市
民
と
の
対
応
事
例
―
久
根
口
昭
二

３
　
市
民
と
自
治
体
の
共
通
理
解
の
あ
り
方

①
市
民
と
自
治
体
の
共
通
理
解
と
は
～
自
治
体
に
お
け
る
Ｐ
Ｒ
概

念
の
動
向
を
踏
ま
え
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
恵
次

②
市
民
と
自
治
体
の
共
通
理
解
の
た
め
に
～
タ
ッ
ク
ス
ペ
イ
ヤ
ー

の
視
点
か
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
沖
浦
公
隆

４
　
横
浜
市
の
広
報
・
広
聴
　
　
　
　
光
田
清
隆
・
鹿
嶋
冨
美
雄

５
　
高
度
情
報
化
時
代
の
Ｐ
Ｒ
～
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
質
的

変
化
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
谷
敞
・
山
口
健
太
郎

連
載
②
／
市
民
活
動
と
自
治
体
の
協
働
に
向
け
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
重
内
博
美
・
小
沢
朗
・
竹
前
大

調
査
＆
政
策
研
究
／
横
浜
市
学
校
給
食
用
食
器
調
査
の
結
果
と
対
応

に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
教
育
委
員
会
事
務
局
学
校
保
健
課

新
鮮
力
／
行
政
広
報
は
広
報
紙
が
主
役
　
　
　
　
　
　
松
原
正
和
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